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（税込み、資料代含む） 

●ご参加頂きたい方● 

〔講師ご略歴〕新日本有限責任監査法人シニアパートナー、東北工業大学教授を経て、現在、
会計・監査サービス研究所 所長。公認会計士。日本公認会計士協会『内部統制検討専門委員
会経営者評価小委員会』委員長（2005年 7月～2008年 8月）。企業会計審議会専門委員（2005
年 11 月～2007 年 3 月）。主な著書に「内部統制の実務」(第 32 回日本公認会計士協会学術賞
受賞)、「財務報告に係る内部統制の実務」、「内部統制の評価モデル」、「業務プロセスからみた
内部統制実践マニュアル」、「内部監査の実務」、「内部監査人養成プログラム」、「内部統制報告
制度の実務」、「監査役の新仕事」、「これからの内部監査部門の仕事」、「法令等遵守の内部統制」
などがある。 

●開催要領● 
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【開催にあたって】 
 
本セミナーでは、新任監査人を対象に 各種の内部統制の有効性評価に必
要な情報を入手するために「普段、優秀な監査人が実務で使っているお仕事
テクニック」（ちょっとしたコツ）について、ケーススタディを通じて学んで頂
きます。 
 
 

１. 監査計画「いつやるか」 

(1)長期監査計画 

(2)年間監査計画と個別監査計画   

(3)監査人の作業内容 

２. 監査手続書「なにをやるか」 

(1)監査の実施と監査手続書 

(2)監査手続書の作成手順 

 ケーススタディ１「監査手続書の作成」 

３. 監査の実施「どうやるか」 

(1)監査手続の実施手順    

(2)インタビューのテクニック 

①心構えと姿勢 ②事前準備 ③時間の設定  ④場所の選定  

⑤インタビューの開 ⑥効果的な質問の仕方 ⑦メモの取り ⑧終了前の確認事項 

(3)インタビューの失敗と成功の事例 

①失敗の例  ②成功の例 

 個人演習「難しい問題への対応」 

４. 監査調書「何を記録するか」 

(1)監査調書の記録内容 

 ①作成目的 ②監査調書の記載内容 ③監査調書の効用  

(2)監査調書の体裁  

 ①監査調書の様式  ②監査調書の標準様式の例 

 ケーススタディ２「監査調書の記録」 

(3)業務改善提案の準備     

５. 監査報告「何を伝えるか」 

(1)監査報告書の記載内容 

(2)価値ある業務改善提案の要点 

(3)発見事項、問題点、改善提案の文例 

６. 監査人に必要なスキル 

(1)内部監査基準の規定  

(2)職責を果たすための能力の例 

(3)監査人のレベルごとのスキル 

 


